
（別紙３）

～ 令和　8　年　3月　21日

（対象者数） 19 （回答者数） 12

～ 令和　8年　3月　28日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個々の課題に向き合い、さらに充実した個別支援が行えるよ

う努めます。

2

子どもたちが楽しんで参加できるプログラムを取り入れてい

きます。

3

楽しみながら、自ら進んで取り組むことで自己肯定感が得ら

れるよう創作内容が固定化しないよう取り組みます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員のスキルアップのための研修等の充実

2

地域の社会資源を活用し、様々な活動に参加できるよう取り

組んでいきたい。

3

○事業所名 さんキッズ

○保護者評価実施期間
令和　8　年　2月　24日

○保護者評価有効回答数

令和　8年　3月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

令和　8年　3月　31日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者に向けてのペアレントトレーニングの実施が十分に行え

ていない。

ペアレントトレーニング実施に向けて、適切な支援が行えるよ

う課題の見える化を実践していく。

こども園、幼稚園、保育園等及び地域との交流が出来ていな

い。

地域との交流をどのように進めればよいか、事例検討が必用。

個々に応じた療育

一人ひとりの個性・特性・発達段階に応じた課題を提供し、お

子さまに寄り添った療育を提供できるよう努めています。

個別療育時間を設け、有資格職員に加え、言語聴覚士

（ST）・作業療法士（OT)の専門的指導を取り入れ、個々の

課題に応じた支援が行えるよう取り組んでいます。

小集団での運動療育

小集団での運動プログラムを通して、協調性やコミュニケー

ション能力を養い、感情をコントロールする力、集中力を身に

つけられるよう工夫を凝らしたプログラムを提供できるよう努

めています。

小集団の運動を通して、ルールやマナーを学ぶと共にお友だち

と一緒に行動することで自然と協調性やコミュニケーションが

取れるよう内容に工夫を行っています。

作業訓練・創作活動

季節を感じる創作に取り組むことで、個性や想像力、自分の表

現する力を育てられるよう努めています。

職員が提示した創作物に取り組むだけでなく、自主性を持っ

て、自ら取り組みたい創作に取り組めるよう個々の意識を引き

出せる工夫を行っています。

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


